
郡
山
駅
連
合
分
会

の
取
り
組
み
か
ら

郡
山
駅
連
合
分
会
（
佐
藤

正
彦
執
行
委
員
長
）
で
は
、

〇
八
年
度
新
規
採
用
社
員
の

国
労
へ
の
組
織
加
入
の
取
り

組
み
を
執
行
委
員
会
で
確
認
。

そ
の
中
に
は
、
分
会
の
歓
迎

会
に
駅
長
と
副
駅
長
を
来
賓

と
し
て
要
請
す
る
な
ど
英
断

の
決
意
も
あ
り
、
国
労
側
の

新
採
獲
得
の
決
意
を
会
社
側

に
示
し
た
。
（
結
果
は
未
加

入
状
態
で
の
参
加
は
例
が
な

い
、
と
断
ら
れ
た
）

ま
た
こ
の
間
の
対
話
の
中

で
、
「
国
労
東
日
本
申
第
一

六
号
」
「
国
労
仙
地
第
一
四

号
」
を
渡
し
、
ま
た
春
闘
要

求
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し

た
と
き
に
も
「
東
日
本
申
第

一
六
号
」
「
つ
ぼ
八
ポ
ス
タ
ー
」

を
渡
し
、
不
当
労
働
行
為
の

な
い
よ
う
に
け
ん
制
し
な
が

ら
、
一
方
で
「
（
新
採
オ
ル

グ
は
）
時
間
外
で
あ
れ
ば
自

由
に
や
っ
て
く
れ
」
と
い
う

言
葉
も
引
き
出
し
て
い
る
。

四
月
二
日
に
は
郡
山
駅
に

二
名
の
社
会
人
採
用
者
が
配

属
さ
れ
、
四
日
に
は
分
会
作

成
の
「
入
社
お
め
で
と
う
」

「
私
達
が
国
労
で
す
」
【
左

上
参
照
】
と
加
入
届
け
を
手

渡
し
、
加
入
の
呼
び
か
け
を

行
っ
た
。

各
級
機
関
は
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
学
び
、
新
規
採

用
者
の
獲
得
に
向
け
て
、
勇

気
を
持
っ
て
大
胆
に
国
労
加

入
に
向
け
た
行
動
を
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

参

考

国
労
仙
地
第
一
四
号

２
０
０
８
年
度
新
規
採
用
者

へ
の
対
応
に
関
す
る
緊
急
申

入
れ

一
．
あ
ら
た
め
て
中
労
委
に

お
け
る
昇
進
差
別
事
件
お
よ

び
残
り
六
一
事
件
の
一
括
和

解
に
つ
い
て
、
現
場
に
和
解

の
趣
旨
お
よ
び
内
容
の
周
知

徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

二
．
新
規
採
用
者
に
対
す
る

支
社
、
地
区
、
現
場
研
修
等

に
お
い
て
、
他
労
組
の
組
合

活
動
に
便
宜
を
図
る
こ
と
の

な
い
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

◆
〇
五
年
ま
で
は
白
河
研
修

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
一
括
加
入

が
図
ら
れ
た
。

◆
〇
六
年
は
和
解
の
経
過
中

で､

東
労
組
の
研
修
セ
ン
タ
ー

で
の
動
き
に
対
し
本
社
か
ら

ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
た
。
し

か
し
、
支
社
の
各
地
区
研
修

が
あ
り
、
そ
の
歓
迎
会
を
活

用
す
る
よ
う
に
一
括
加
入
が

図
ら
れ
て
い
る
。

◆
〇
七
年
に
つ
い
て
は
国
労

の
指
摘
に
よ
り
、
現
場
配
属

ま
で
は
ど
こ
へ
も
加
入
し
て

い
な
い
。

三
．
各
現
場
長
に
対
し
、
現

場
に
お
い
て
他
労
組
の
組
合

活
動
に
有
利
な
環
境
を
提
供

す
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
指
導
さ
れ
た
い
。

◆
〇
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

現
場
配
属
後
当
日
の
夕
食
会

等
が
企
画
さ
れ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
等
が
そ
の
合

間
を
縫
っ
て
会
議
室
等
に
誘

導
し
、
東
労
組
役
員
等
が
対

応
し
て
加
入
さ
せ
て
い
る
。

新
採
の
指
導
者
が
そ
の
地

位
を
利
用
し
て
勧
誘
し
て
い

る
。
（
新
規
採
用
者
が
拒
否

で
き
な
い
）

四
．
新
規
採
用
者
に
対
す
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
、
一
部
労
組
に
偏
る

こ
と
の
な
い
よ
う
公
平
に
指

定
さ
れ
た
い
。

◆
入
社
二
年
目
社
員
を
中
心

に
Ｃ
Ｓ
に
指
定
す
る
支
社
方

針
の
よ
う
だ
が
、
今
後
も
東

労
組
へ
の
加
入
が
集
中
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
事
実
上
、
会

社
が
Ｃ
Ｓ
を
隠
れ
蓑
に
一
部

組
合
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
第
三
者
か
ら

見
て
も
、
誤
解
の
受
け
な
い

対
応
を
求
め
る
。

五
．
新
規
採
用
者
の
入
社
、

研
修
、
配
属
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。
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「
組
織
の
強
化
・
拡
大
」
は
、
国
労
の
急
務
課
題
の
一
つ
で

あ
り
、
各
級
機
関
は
そ
の
取
り
組
み
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

四
月
一
二
日
に
は
社
会
人
採
用
者
が
既
に
配
属
さ
れ
、
鉄
道

事
業
配
属
が
二
十
二
日
と
言
わ
れ
て
お
り
、
各
現
場
（
分
会
）

で
は
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

四
月
一
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

入
社
式
が
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
で
行
わ
れ
た
。
国
労
東

日
本
本
部
は
、
今
年
も
入
社

式
に
合
わ
せ
国
労
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
入
社
式
行
動

を
行
っ
た
。

一
括
和
解
以
前
は
チ
ラ
シ

も
受
け
取
ら
せ
ず
、
バ
ス
の

カ

ー

テ
ン

も
閉

め

切

ら
せ
国
労
の
存
在
そ
の
も
の

を
新
規
採
用
者
に
見
せ
な
い

東
日
本
会
社
で
あ
っ
た
が
、

今
年
は
公
平
・
公
正
に
扱
う

と
い
う
和
解
の
主
旨
に
則
り
、

国
労
の
行
動
を
一
切
妨
害
す

る
こ
と
な
く
入
社
式
会
場
へ

新
規
採
用
者
を
案
内
す
る
と

い
う
姿
勢
に
変
化
し
て
い
る
。

し
か
し
支
社
に
よ
っ
て
は
、

チ
ラ
シ
な
ど
を
受
け
取
ら
な

い
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
新
採
の
対
応
も

あ
り
、
現
場
で
の
和
解
の
周

知
徹
底
を
今
後
も
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

行
動
で
は
チ
ラ
シ
入
り
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
八
〇
〇
個
配
布
す
る

こ
と

が
出

来
、

こ
れ

ま
で
に
な
く
国
労
の
存
在
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
出
来
た
。

今
後
新
規
採
用
者
の
皆
さ

ん
は
、
研
修
を
終
え
昨
年
に

続
き
未
加
入
で
現
場
配
属
が

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
る

く
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る

た
め
に
、
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
を
国
労
に
迎
え
よ
う
。

三
月
に
入
り
、
各
地
で
組
織

加
入
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
て

い
る
。
千
葉
の
保
技
セ
で
鈴
木

弘
男
さ
ん
（
四
九
歳
）
が
三
月

一
三
日
に
加
入
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
二
八
日
に
は
東
京
駅
で

横
田
隆
さ
ん
（
四
五
歳
）
が
、

四
月
一
日
に
は
長
野
上
諏
訪
駅

の
田
中
久
美
さ
ん
が
国
労
へ
加

入
（
国
鉄
新
聞
に
詳
細
）
を
し

て
い
る
。

最
新
で
は
有
楽
町
駅
の
大
原

慎
太
郎
さ
ん
（
三
〇
歳
）
が
四

月
九
日
付
け
で
加
入
を
決
意
。

ま
た
新
宿
駅
で
は
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
の
加
藤
高
宣
さ
ん

（
二
一
歳
）
と
辻
本
ち
ひ
ろ
さ

ん
が
新
規
加
入
を
果
た
し
て
い

る
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と

な
く
、
仙
台
に
お
い
て
も
組
織

拡
大
へ
向
け
組
織
の
総
力
を
挙

げ
て
全
力
で
取
組
み
を
行
お
う
。


